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政風会として考える、佐渡が抱えている課題と目指すべき方向性

☆みんながずっと幸せに暮らせる
　　 元気な島の実現を目指します！
〇集落のチカラは、佐渡のチカラ。農業の複合化、漁業のブランド化、林業の再
隆盛等を進め、所得の向上を図ることで、地域産業の発展・振興に貢献します。
〇多様な農山漁村で集落ツーリズムの推進による持続可能な地域づくりと、新た
な雇用創出や空港の早期再開、交通インフラの整備による観光振興に努めます。
〇子どもからお年寄りまで、そして障がい者にも優しく生活しやすい環境づくりの
推進や空き家の利活用などによる関係人口の拡大からＵＩ孫ターンの促進を図
ります。

　意見交換会「茶話会（さわかい）」を不定期で開催させていただいております！
　いつも貴重なご意見・ご質問・ご提案をいただき本当にありがとうございます。皆さまのお困りごとや
ご意見が佐渡市政の改善のタネとなります。１人でも多くの佐渡市民の方との意見交換に伺いたいと思
いますので、茶話会開催のご希望があれば、ぜひともお声掛けください。平日土日、昼夜問いませんの
で事前にお問合せください。

会派長
室　岡　啓　史
むろおか ひろし

新潟市出身、新潟高校卒業、東京
理科大学大学院修了。学生時代に
両親の故郷である佐渡を研究。佐
渡に住む皆さまのおかげで佐渡が
世界で一番面白い場所だと気づく。
ＩＴベンチャー、コールセンター
勤務を経て佐渡へ孫ターンの後、
２０１６年４月から佐渡市議会議員
として活動中。
三度のメシより佐渡が好き！！！
〒９５２－００２４
佐渡市上横山２７３
０９０－９３３５－９５１９

幹事長
山　本　　　卓
やまもと たかし

旧新穂村新穂出身、國學院大學卒
業。元山本佐平商店店主。新穂村
議会議員（３期）、新穂村商工会
副会長、佐渡法人会監事等を歴任。
「何が住民の為になるのか」を念頭
に置き、皆さま方の生活の向上が
図れるように寄与して参りたいと考
え、１６年ぶりに２０２０年４月から
佐渡市議会議員として活動中！！！

〒９５２－０１１６
佐渡市新穂８０－１
０２５９－２２－２１８１

経理責任者
林　　　純　一
はやし じゅんいち

旧畑野町栗野江出身、佐渡高校、
明治大学卒業。ＪＴＢ勤務３３年に
て退職し、３７年ぶりに旅から佐渡
へ戻る。 ３年間、佐渡市地域おこ
し協力隊（ふるさと納税推進担当）
として返礼品の開拓に島内を駆け
回る中で、佐渡の素晴らしさ、美
しさを再認識する。２０２０年４月
から佐渡市議会議員として活動
中！！！
〒９５２－０２０２
佐渡市栗野江１５７８－１
０９０－９８１１－４１８０

課　題
◆新型コロナ対策
方向性
安全安心な市民生
活の維持と島内経
済の活性化を図る

課　題
◆防災拠点庁舎建設
方向性
頻発する災害等に
対する迅速な危
機管理対応と市民
生活の利便性向
上に資するものへ

課　題
◆空路再開
方向性
空路の早期再開
と首都圏直結を目
指す環境整備

課　題
◆佐渡汽船
方向性
島民の利便性維持
と経営の早期安定
化をチェックして
いく

課　題
◆佐渡・両津・南佐渡クリーンセンター
方向性
島内における
環境問題の
新たな方向性
を検討する

課　題
◆新両津病院
方向性
島民に対する
医療体制の再
構築を図る

課　題
◆持続可能な開発目標ＳＤＧｓ
方向性
世界の先進モデルＳａＤｏＧａ
ｓｈｉｍａを目指して個別課題
に対応していく
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会
派
長

室
岡 
啓
史
（
40
歳
）
２
期
目

総
務
文
教
常
任
委
員
会
副
委
員
長　

両
津

持
続
可
能
な
佐
渡
づ
く
り
に
向
け
て

　

三
度
の
メ
シ
よ
り
佐
渡
が
好
き
！！！
室
岡
ひ
ろ
し
で
す
。
私
は
佐
渡
市
議
２
期
目
の
４
年
間
に

お
い
て
も
、
ま
ず
は
気
持
ち
か
ら
「
前
向
き
の
島
づ
く
り
」
を
念
頭
に
置
き
、
持
続
可
能
な
佐

渡
づ
く
り
の
推
進
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
４
月
の
選
挙
戦
で
は
、
広
大

で
移
動
距
離
の
長
い
佐
渡
に
お
い
て
、
究
極
的
に
は
遠
隔
地
も
含
め
た
持
続
可
能
な
地
域
を
ど

う
つ
く
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
つ

い
て
は
、「
佐
渡
ア
イ
ラ
ン
ド
集
落
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
構
想
＝
佐
渡
の
農
山
漁
村
の
生
業
を
大
切
に

し
、
集
落
で
か
け
が
え
の
な
い
時
を
過
ご
す
人
と
人
と
が
つ
な
が
っ
て
い
く
世
界
観
の
共
有
を

焦
ら
ず
急
が
ず
実
直
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

私
は
、
コ
ロ
ナ
後
の
生
き
方
に
お
い
て
、
当
た
り
前
に
人
が
人
に
逢
え
る
喜
び
や
そ
の
価
値

が
見
直
さ
れ
る
時
代
が
来
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
島
内
外
の
皆
さ
ま
に
佐
渡
を
よ
り
好
き
に

な
っ
て
も
ら
い
、
佐
渡
の
関
係
人
口
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。Ｕ
Ｉ
孫
タ
ー
ン
促
進
を
行
い
、

佐
渡
に
定
住
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
増
え
、
そ
し
て
人
と
人
と
が
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
尽
力

し
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
３
年
に
は
佐
渡
金
銀
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
が
実
現
予
定
で
す
。
同
年
、

ト
キ
エ
ア
ー
の
就
航
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
佐
渡
と
新
潟
そ
し
て
首
都
圏
等
と
が
空
路
で
結
ば

れ
、
ヒ
ト
モ
ノ
カ
ネ
の
島
内
循
環
が
加
速
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
佐
渡
市
民
や

観
光
の
お
客
様
に
よ
る
佐
渡
金
銀
山
の
魅
力
の
再
発
見
、
知
識
の
共
有
、
郷
土
愛
醸
成
の
一
日

と
し
て
、
お
客
様
感
謝
デ
ー
を
決
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
島
内
外
の
佐
渡
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
佐
渡
市
は
も
と
よ
り
新
潟
県
等
と
も
連
携
し
な

が
ら
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
記
念
日
を
県
条
例

と
し
て
制
定
で
き
る
よ
う
尽
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
持
続
可
能
な
環
境
の
島
づ
く
り
に
つ
い

て
、
国
連
の
掲
げ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
２
０
３
０
年
ま
で

の
持
続
可
能
な
17
の
開
発
目
標
）
は
、
奇
し
く
も
サ

ド
ガ
シ
マ
の
頭
文
字
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
佐
渡
市

と
し
て
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
へ
の
参
画
が
実
現
で

き
る
よ
う
、
情
報
共
有
と
実
践
を
進
め
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
ご

指
導
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

幹
事
長

山
本 

卓
（
68
歳
）
１
期
目

市
民
厚
生
常
任
委
員
会　

新
穂

こ
の
佐
渡
の
１
年

　

佐
渡
市
も
平
成
の
大
合
併
を
経
て
、
は
や
16
年
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
新
穂

村
議
会
議
員
を
３
期
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
多
く
の
皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
16
年
ぶ
り
に
佐
渡
市
議
会
議
員
と
し
て
再
度
議
員
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
行

政
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
何
が
住
民
の
為
に
な
る
の
か
」
を
常

に
念
頭
に
置
い
て
考
え
る
こ
と
で
す
。
皆
さ
ま
方
の
生
活
の
向
上
が
図
れ
る
よ
う
に
寄
与
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
の
問
題
で
世
界
中
で
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

日
本
で
は
不
要
不
急
の
外
出
の
禁
止
、
新
潟
県
で
は
県
境
を
越
え
る
移
動
は
自
粛
す
る
よ
う
に

要
請
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
飲
食
店
・
ホ
テ
ル
等
の
宿
泊
施
設
や
納
入
業
者
が
困
窮
し
て
い
る
状

態
で
す
。

　

全
国
的
に
は
、
本
年
２
月
よ
り
医
療
従
事
者
を
対
象
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
、
順
次
拡

大
を
し
て
い
く
予
定
で
す
が
、
あ
る
学
者
は
人
間
の
叡
智
を
集
め
れ
ば
人
類
に
克
服
出
来
な
い

ウ
イ
ル
ス
は
無
い
と
語
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
言
葉
を
信
じ
て
早
期
に
コ
ロ
ナ
が
終
息

す
る
事
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
度
の
佐
渡
市
は
、
コ
ロ
ナ
で
揺
れ
た
１
年
で
し
た
が
、
現

庁
舎
の
改
修
・
防
災
拠
点
庁
舎
の
建
設
、
ま
た
両
津
病
院
の
移
転
・
建
設
等
が
議
会
の
議
決
を

得
る
と
共
に
、
佐
渡
汽
船
の
債
務
超
過
問
題
も
第
三
者
割
当
増
資
を
佐
渡
市
が
引
受
け
る
こ
と

で
解
決
し
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
に
は
ト
キ
エ
ア
ー
が
佐
渡
か
ら
新
潟
・
首
都
圏
を
結
ぶ
航
空

路
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
２
０
２
４
年
３
月
末
ま
で
に
は
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た

現
庁
舎
の
改
修
完
了
、
防
災
拠
点
庁
舎
も
完
成
し
、
同
年
10
月
に
は
現
両
津
文
化
会
館
跡
地
に

新
両
津
病
院
が
開
院
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
広
く
住
民
の
福
祉
に
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
ま
す
。
ま
た
同
年
に
は
、
個
人
住
民
税
の
復
興
増
税

が
終
了
し
、
以
降
は
森
林
整
備
の
財
源
と
な
る
森
林
環
境
税

が
課
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
市
町
村
が
主
体

と
な
っ
て
山
林
の
集
積
・
再
生
事
業
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
国
内
の
木
材
自
給
率
も
36
％
を
超
え
、
今
後
の

林
業
発
展
と
雇
用
の
拡
大
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
後
を

見
据
え
て
佐
渡
の
新
た
な
発
展
に
思
い
を
寄
せ
、
飛
躍
の
一

翼
を
担
え
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指

導
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

経
理
責
任
者

林 

純
一
（
59
歳
）
１
期
目

産
業
建
設
常
任
委
員
会　

畑
野

市
議
会
議
員
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年
生

　

こ
の
度
、
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
佐
渡
市
議
会

の
議
場
に
立
た
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
37
年
ぶ
り
に
旅
か
ら
戻
っ
て
は
や
４
年

で
す
が
、
や
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
「
佐
渡
弁
」
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
へ
の
対
策
に
始
ま
り
、
防
災
拠
点
庁
舎

建
設
の
是
非
、
そ
し
て
佐
渡
汽
船
問
題
等
、
私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
に
直
接
的
、
間
接
的
に

影
響
を
与
え
る
課
題
が
矢
継
ぎ
早
に
発
生
し
ま
し
た
。
議
会
に
お
い
て
も
各
常
任
委
員
会
を
は

じ
め
特
別
委
員
会
、そ
し
て
連
合
審
査
を
通
じ
て
、文
字
通
り
喧
々
諤
々
（
け
ん
け
ん
が
く
が
く
）

の
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

も
う
す
ぐ
還
暦
を
迎
え
る
と
は
い
え
、
議
員
１
年
生
の
私
に
と
っ
て
は
要
領
を
得
な
い
こ
と

も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
「
市
民
の
方
々
に
と
っ
て
何
が
、
よ
り
有
益
な
の
か
」

を
念
頭
に
置
い
て
考
え
、
決
断
し
、
行
動
し
た
つ
も
り
で
す
。
未
熟
な
点
は
ぜ
ひ
ご
指
摘
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、定
例
会
に
お
い
て
は
、６
月
は
市
長
所
信
表
明
に
対
す
る
政
風
会
と
し
て
の
代
表
質
問
、

９
月
・
12
月
・
３
月
は
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
市
民
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
や
疑
問
、

社
会
全
般
の
動
向
等
を
私
な
り
に
咀
嚼
（
そ
し
ゃ
く
）

し
、短
期
的
、中
長
期
的
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
「
傍

聴
・
視
聴
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に
も
簡
潔
明
瞭
に

わ
か
り
や
す
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
市
政
へ
の
質

問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

早
く
も
議
員
２
年
目
を
迎
え
る
令
和
３
年
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
へ
の
対
策
は
ま
だ
ま

だ
継
続
が
必
要
で
す
。
安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
維
持

は
当
然
の
こ
と
、
島
内
の
経
済
活
性
化
も
喫
緊
の
課

題
で
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
施
策
は
何
か
、
何
が

最
も
効
果
的
な
の
か
。
会
社
員
で
あ
っ
た
時
、「
知

恵
は
現
場
に
こ
そ
あ
る
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。

も
っ
と
も
っ
と
皆
さ
ま
の
声
を
お
聞
き
し
、
今
後
の

活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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定例
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定例

臨時

定例
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4月28日

5月13日

5月29日

6月12日
～30日

7月14日

9月  4日
～25日

11月19日

12月  4日
～22日
1月15日
～20日
3月  2日
～22日

主たる議案

市条例の一部改正等に係る専決処分の承認等
雇用安定助成事業等（コロナ対策）
一般会計補正予算（コロナ対策）等
特別定額給付金事業等（コロナ対策）
一般会計補正予算等、コロナ感染防止への対応
雇用の維持と事業継続への支援等（コロナ対策）
市長所信表明、条例の一部改正、補正予算、
委員の任命、代表質問、一般質問等
一般会計補正予算等、プレミアム商品券、GoToキャ
ンペーン連動等（コロナ対策）
予算関連、一般質問等、災害復旧事業等
島内経済の回復に向けた対応等（コロナ対策）

一般会計補正予算、特別会計補正予算等

条例の一部改正、補正予算（新両津病院設計費）、
委員の任命、一般質問等
防災拠点庁舎建設の賛否を問う住民投票に付す
条例制定、佐渡汽船への３.６億円増資等
市長施政方針、教育長教育行政方針
R3年度一般会計当初予算、特別会計当初予算等の審査

政風会関連

代表質問：林
一般質問：室岡

一般質問：林

一般質問：山本、林

代表質問：室岡
一般質問：林

本会議での質問内容はYouTubeでもご覧いただけます！

佐渡市議会　林

令和２年度佐渡市議会議員の１年間の活動

（3） 第1号 政風会通信  風KAZE 政風会通信  風KAZE令和3年3月 令和3年3月 第1号 （2）


